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す
。
国
内
で
は
、
労

働
基
準
法
を
守
っ
て

い
る
企
業
も
あ
る

が
、
労
働
者
か
ら
は

ま
だ
ま
だ
喜
び
の
声

は
遠
い
。
無
く
な
ら

な
い
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
。
働
く
職
場
の
現

実
は
、
残
業
代
ゼ

ロ
、
労
働
時
間
の
超

過
。
声
を
上
げ
て
企

業
の
ト
ッ
プ
に
交
渉

す
れ
ば
切
り
捨
て
と

言
う
現
状
か
ら
、
中

々
雇
用
さ
れ
て
い
る

側
は
弱
い
立
場
で
声

も
上
げ
ら
れ
な
い
。

大
手
企
業
で
は
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
実
感

出
来
て
い
る
所
も
あ

る
が
、
中
小
企
業
は

無
し
の
つ
ぶ
て
。
若

者
に
未
来
が
持
て
る

社
会
作
り
が
本
当
に

必
要
で
す
。

▼
収
入
が
増
え
な
い

中
の
消
費
税
3
％
ア

ッ
プ
は
、
国
民
の
生

活
を
破
壊
し
財
布
の

紐
を
硬
く
し
て
い
ま

す
。
▼
最
近
で
は
、

消
費
税
ア
ッ
プ
の
次

に
よ
く
聴
く
問
題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）

関
税
の
撤
廃
と
各
国
の
様
々
な
ル

ー
ル
や
仕
組
み
の
統
一
が
目
的
。

▼
こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
も
と
も
と
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
ブ
ル
ネ
イ
・
チ
リ
が
立
ち
上

げ
た
。
そ
し
て2

0
1
0

年
に
ア
メ
リ

カ
・
ペ
ル
ー
・
ベ
ト
ナ
ム
・
マ
ー

レ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
参

加
。2

0
1
2

年
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ

が
続
い
て
参
加
。
こ
の
参
加
の
ト

ッ
プ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
▼
こ

の
参
加
に
は
賛
否
両
論
あ
り
非
常

に
難
し
い
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
関
税

の
撤
廃
・
引
き
下
げ
に
よ
り
海
外

の
物
が
安
価
に
輸
入
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。
企
業
も
海
外
進
出
し

や
す
く
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
日
本

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
2.

7
兆
円
（
0.

54

％
）
増
加
す
る
と
内
閣
で
は
試
算

し
て
い
る
。
▼
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

自
由
に
貿
易
が
出
来
る
と
格
安
の

商
品
増
加
で
、
倒
産
す
る
企
業
が

増
え
、
食
は
自
前
の
原
則
を
壊

す
。
と
り
わ
け
日
本
の
農
業
は
大

打
撃
を
受
け
ま
す
。
雇
用
も
確
保

で
き
な
い
。
食
・
物
品
の
安
全
性

の
低
下
。
国
民
皆
保
険
制
度
が
維

持
で
き
な
く
な
り
、
医
療
保
険
が

上
昇
し
盲
腸
の
手
術
だ
け
で2

0
0

万

円
の
恐
れ
も
出
て
く
る
。
▼
参
加

し
な
い
と
分
ら
な
い
こ
と
も
多
い

の
が
現
状
。
一
個
の
独
立
国
と
し

て
大
企
業
の
利
益
で
な
く
国
民
の

利
益
重
視
を
。
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第
85
回

兵
庫
県

中
央
メ
ー
デ
ー
に
参
加

兵
庫
ダ
ン
プ
支
部
の

協
力
業
者
の
紹
介

「
関
西
オ
ー
ト
ス
タ
イ
ル
」

で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
・
乗
用
車

・
重
機
・
農
機
具
を
高
価
買

取
い
た
し
ま
す
。
車
検
切
れ

や
不
動
車
で
も
な
ん
で
も
買

い
取
り
ま
す
。
ご
面
倒
な
廃

車
書
類
手
続
き(

抹
消)

も
無
料

で
い
た
し
ま
す
。
廃
車
最
低

買
取
価
格
、
普
通
車
1
万
円

・
軽
自
動
車
5
千
円
を
保
障

し
ま
す
。

手
放
す
前
に
一
度
ご
相
談
下

さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

※
地
域
に
よ
り
無
料
引
き
取
り
出
来

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当

オ
ク
ダ
イ
ラ

０
８
０
（
３
２
７
９
）
６
１
３
２

神戸市内で行われた第85回メーデー ５
月
1
日
（
木
）
神
戸
市
中
央

区
の
東
遊
園
地
に
て
、
第
85
回

メ
ー
デ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
・
労
働
組
合
・
企
業
組

合
等
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
発

言
や
パ
レ
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
メ
ー
デ
ー
と
い
え
ば
東

京
の
代
々
木
公
園
で
労
働
組
合

団
体
が
集
会
を
開
く
の
が
通
例

で
す
が
、
日
本
で
初
め
て
メ
ー

デ
ー
が
行
わ
れ
た
の
は
大
正
9

年
（1

9
2
0

）
年
で
場
所
は
上
野

公
園
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦

中
は
官
憲
の
弾
圧
が
厳
し
く
一

時
中
断
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
昭
和
20
年
（1

9
4
5

）
年
に

再
び
開
催
さ
れ
、
そ
れ
以
来
現

在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

抑
々
メ
ー
デ
ー
の
起
源
は
、
１

８
８
６
年
５
月
１
日
、
ア
メ

リ
カ
の
労
働
組
合
が
八
時
間

労
働
制
を
要
求
し
て
ス
ト
ラ

イ
キ
・
デ
モ
行
進
を
行
っ
た

こ
と
が
起
源
で
す
。
当
時
は

１
２
～
１
４
時
間
労
働
が
当

た
り
前
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
は

「
第
１
の
８
時
間
は
仕
事
の

た
め
に
、
第
２
の
８
時
間
は

休
息
の
た
め
に
、
そ
し
て
残

り
の
８
時
間
は
、
お
れ
た
ち

の
好
き
な
こ
と
の
た
め
に
」

と
い
う
「
８
時
間
労
働
の

歌
」
を
歌
い
な
が
ら
た
た
か

い
、
８
時
間
労
働
制
を
か
ち

と
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
運

動
の
中
心
地
だ
っ
た
シ
カ
ゴ

で
は
５
月
４
日
、
ヘ
イ
マ
ー

ケ
ッ
ト
広
場
に
集
ま
っ
た
ス
ト

ラ
イ
キ
参
加
者
を
武
装
警
官
が

襲
い
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
資
本
家
側

は
８
時
間
労
働
の
約
束
を
ほ
ご

に
し
ま
す
そ
こ
で
、
労
働
者
側

は
、
ふ
た
た
び
ゼ
ネ
ス
ト
で
た

た
か
う
こ
と
を
決
め
、
世
界
に

共
同
行
動
を
呼
び
か
け
ま
す
。

こ
れ
に
こ
た
え
て
、
労
働
組
合

・
社
会
主
義
運
動
の
国
際
組
織

だ
っ
た
第
２
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
は
８
９
年
７
月
の
創
立
大

会
で
、
こ
の
日
を
「
法
律
で
８

時
間
労
働
日
を
決
め
る
よ
う
要

求
す
る
国
際
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
日
と
す
る
」
と
決

定
。
翌
９
０
年
に
各
国
で
第
１

回
メ
ー
デ
ー
が
実
施
さ
れ
ま


